
三軒茶屋のマンションの一角でスタートしたギャラリー waitingroomが、
恵比寿の新スペースへ移転します。
※2010年11月20日（土）より、移転後最初の展覧会、吉田博 個展『漂流する風景とねじくれた神秘』を開催いたします。

※同日18時よりオープニングサロンを開催いたします。

waitingroomのこれまでの活動について
waitingroomは、ニューヨークで活動していた芦川朋子と山内真によって、2009年2月に三軒茶屋のマンションの一角にオープンしました。

いわゆるホワイトキューブではなく、実際に２人が住む居住空間にあるギャラリーというのが特徴の１つでした。

DIY精神が旺盛なニューヨークでは、自宅を使ったギャラリーは珍しくなく、そこに集まる人たちが生み出す自由な雰囲気を東京でも作って

いきたいと考え、こうした形でスタートしました。

waitingroomでは、これまでに主に国内外の若手作家を中心に7つの展覧会を開催しました。日本人作家4名（加藤豊・吉田博・武居功一郎・森田

晶子）の個展、NY在住の韓国人作家ヤンミー・キョンの個展、ニューヨークのブルックリンにあるCinders Galleryの作家17名のグループ展、

そしてアルゼンチン作家メフンへ（mejunje）の個展。特にメフンへは、葉山のプロジェクトスペースhabitableと共に企画した「パーソナルな

アーティスト・イン・レジデンス」のためにアルゼンチンから招聘し、葉山芸術祭2010にも参加しました。メフンへは葉山で1ヶ月間滞在制作

を行ない、ワークショップやオープンハウス等を実施後、レジデンスの成果発表として、三軒茶屋のwaitingroomで個展を開催しました。

拠点の三軒茶屋以外での企画は、同上のhabitableで開催したヤンミー・キョン個展、フランス大使館旧庁舎で開催された『No Man’s Land』での

グループ展、スパイラルで開催されたULTRA002への参加など、外部での活動も精力的に行ってきました。（2010年ULTRA003にも参加予定）; 

左：Cinders Galleryグループ展（2009）

中：グループ展@フランス大使館旧庁舎（2010）

右：メフンへの展示@habitable（2010）

恵比寿への移転について
今までは自宅ギャラリーという形で活動してきましたが、恵比寿の

新スペースはギャラリーが独立した形でのオープンとなります。

自宅ギャラリーという環境が作り出していた「アットホームな雰囲

気」は残しながら、ギャラリー名の由来である「waiting room（待合

室）」という性格に焦点を当てていきます。

待合室は「人、モノの一期一会の場所」でもあります。

これまでの自宅スペースでは開催が難しかったワークショップや

トークショー、パフォーマンスなどのイベントも開催していく予定

です。また、恵比寿に活動拠点を持つギャラリーやアーティスト、

クリエイター達と、街全体を巻き込んだプロジェクトも企画してい

きたいと思っています。

住所：東京都渋谷区恵比寿西2-8-11 渋谷百貨ビル 4B
Tel：03-3476-1010

E メール：info@waitingroom.jp
ウェブサイト：www.waitingroom.jp

wait ingroom

月曜日の営業について
waitingroom の移転後の営業時間は、これまでの金・土 13～19 時

に加えて、月曜日の 17～23 時もギャラリーをオープンします。週

３日間のオープンというまだまだ限られた営業形態ですが、月曜日

の夜遅くまで営業することで、平日の帰りが遅くなる方にも気軽に

ギャラリーに寄っていただければ、と思っています。

移転後最初のこけら落としとなる展覧会は、吉田博 個展『漂流す

る風景とねじくれた神秘』です。本展および新スペースのオープニ

ングサロンは、2010 年 11月 20日（土）18～21時となります。

展覧会詳細については別途資料をご参照いただければと存じます。

この機会に是非、waitingroom の新スペースへお越しいただけます

よう、お願い申し上げます。

waitingroom （芦川朋子、山内 真）



このたびwaitingroomは、三軒茶屋から恵比寿の新スペースへ移転することとなりました。

移転後の最初の展覧会として、2010年11月20日（土）から12月25日（土）まで、吉田博 個展『漂流する風景とねじくれた神秘』

を開催する運びとなりましたのでご案内申し上げます。

吉田博は1988年京都府生まれ、現在は金沢美術工芸大学油画科4年に在籍中です。学外でも積極的に活動し、2008年に新宿区

とトーキョーワンダーサイトの共催による『シンジュク アートインフィニティ』に参加、2009年はwaitingroomで初個展

『WORLDS』を開催。同年『シェル美術賞2009』で入選を果たし、アートフェア『ULTRA002』における展示でも注目を集めまし

た。2010年はフランス大使館旧庁舎での『No Man’s Land』に参加するなど、さらに活動の幅を広げています。

吉田にとってwaitingroomでの２度目の個展となる本展では、「不確かな世界とリアリティ」をテーマとした新作のペインティ

ング作品を展示いたします。

本展タイトル『漂流する風景とねじくれた神秘』には、吉田自身の、「ひとつにまとまった完全な世界に憧れるけど、それは不可

能だからバラバラなものをすべて受け入れて、不完全を反転させて完全を求めようという倒錯した世界観＝ねじくれた神秘

を表現したい」という想いが込められています。様々な場面、物語が不完全でバラバラのままに共存する「漂流する風景」、それ

を生成する「ねじくれた神秘」こそが純粋で美しく、確かな足場としてのリアリティを感じる、と吉田は言います。

自身を取り囲む世界に対する吉田の言葉からは、懐疑、焦燥、そして反抗が感じられますが、それ故に、揺れ動くあらゆる現象

のすべてを受け入れ、自身を透過させることで見えてくる風景、そのリアリティを追求しようという、若き作家としての静か

な意欲が垣間みられます。

新作『宗教的絵画』、『燃える』では、荒涼としつつも静謐な画面に、様々なモチーフ・イメージが落雷により燃えている様子が、

さながら古代宗教の儀式のように描かれています。モチーフ・イメージは、半ば偶然に選定されています（「たまたま見たフラ

イヤーに載っていたルソーの作品や美術手帖で見た若手作家の作品」など）。ヤギ、干し草、洋の東西の絵画といったものが、本

来の文脈や歴史的価値から離れ、落雷という「神秘的な何か」によって燃え上がる風景は、吉田の世界へのまざなしを象徴する

ものといえるでしょう。

吉田が描く、純粋がゆえにねじくれた神秘世界を、この機会に是非、ご高覧頂けますようお願い申し上げます。

waitingroom（芦川朋子、山内 真）

吉田 博  個展『漂流する風景とねじくれた神秘』のご案内

2010年 11月 20日（土）～12月 25日（土）
オープニングサロン：11月20日（土）18:00～21:00

会場：waitingroom
東京都渋谷区恵比寿西 2-8-11,
渋谷百貨ビル 4B
Tel&Fax：03-3476-1010
Hours：金＆土 13:00-19:00　月 17:00-23:00
www.waitingroom.jp
info@waitingroom.jp

吉田 博
宗教的絵画 , 2010,
パネルに油彩 , 102×79.5cm

吉田 博
燃える , 2010,
パネルに油彩 , 24.6×17cm



■ 作家略歴

吉田 博（よしだ ひろし）

1988年 京都府生まれ

2011年 金沢美術工芸大学油画科卒業予定

■ 展覧会歴

2010年  個展『漂流する絵画とねじくれた神秘』（waitingroom、東京）

  第3回 ア

ーティクル賞展　TAGBOAT賞受賞（佐藤美術館、東京）

  『No Man’s Land』waitingroom参加企画グループ展『ある不在の痕跡』（フランス大使館旧庁舎、東京）

2009年  ULTRA002（スパイラル、東京）

  via art 2009（シンワアートミュージアム、東京）

  シェル美術賞展2009 入選（代官山ヒルサイドフォーラム、東京）

  個展「WORLDS」（waitingroom、東京）

2008年  シンジュクアートインフィニティ（旧マルイシティ新宿工事仮囲い壁面、東京）

  Session Project in 郡山（ギャラリーMILANO、福島）

  美大祭コンペ 美大賞受賞（金沢美術工芸大学内、石川）

  GEISAI#11（ 東京ビッグサイト、東京）

  グループ展『岐路の難点』（ 市民芸術村、石川）

※本展に関するお問い合わせは、下記連絡先までお願いいたします。

waitingroom（ウェイティングルーム）

代表：芦川朋子（あしかわ ともこ）、山内 真（やまうち しん）

住所：東京都渋谷区恵比寿西2-8-11 渋谷百貨ビル 4B

Tel&Fax：03-3476-1010
営業時間：金＆土 13:00-19:00　月 17:00-23:00
E メール：info@waitingroom.jp

ウェブサイト：www.waitingroom.jp
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